
▶
2014年に発行した「Q&A方式で
学ぶ震災と心のケア」。被災地の
教職員へ向けて、心のケアに関す
る悩みに一問一答形式で答える。

◀2013年に発行した「がっこう応
援便り 心のサポート編」。全
国の教育現場へ向けて、日常
的に取り組めるストレスマネ
ジメントを紹介。

◀2014年11月に発行された「ED 
UPONT」2号。表紙の人イン
タビューには、女優の南沢奈
央さんが登場。

高比良 美穂（たかひら・みほ）
一般社団法人社会応援ネットワーク代表理事。1984年、朝
日新聞入社後、様々なプロジェクトのリーダーとして業界の
新機軸を次 に々打ち出す。2001年若者向け新聞「SEVEN」で、
新聞業界に風穴を開けた。02年退社後、ニューメディア研究
所シンキングを設立し、媒体設計を含む広報コンサルティン
グ業務を行う。報道系キャスター、講演活動などでも活躍。
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社会応援ネットワークの活動に参加、またはご協力いただける方は、こちらへ  ホームページ  http://shakai-ouen.com
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